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濱
文
庫
所
蔵
唱
本
『
美
女
五
更
思
春
』
訳
注

戚
世
雋１ 

・
土
屋
育
子２ 

・
中
里
見
敬３ 

【
解
説
】

�	

本
稿
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
所
蔵
の
唱
本
『
美
女
五
更
思
春
』（
浜

文
庫
／
集162

／5
）
に
訳
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
度
前
期
に

戚
が
文
学
部
で
開
講
し
た「
中
国
文
学
作
品
演
習
Ⅰ
」で
本
テ
キ
ス
ト
を
講
読
し
た
。

そ
の
演
習
の
内
容
を
基
礎
と
し
て
、
土
屋
と
中
里
見
が
整
理
・
補
充
し
て
草
稿
を

作
成
し
、
戚
の
校
閲
を
経
て
定
稿
と
し
た
。
演
習
で
講
読
を
担
当
し
た
大
平
倫
嵩
、

金
見
正
悟
、
神
代
沙
織
、
吉
田
光
一
、
幸
島
光
義
、
お
よ
び
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
授
業
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
雁
木
誠
の
六
名
に
対
し
て
、
特

に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
末
尾
の
図
版
掲
載
に
あ
た
り
、
九
州
大
学

附
属
図
書
館
よ
り
ご
厚
意
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
し
た
い
。

�	

「
美
女
五
更
思
春
」
は
歌
妓
が
楽
器
を
用
い
て
、
歌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
楽

器
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
蘇
州
で
は
琵
琶
を
弾
き
な
が
ら
、

北
方
で
は
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
胡
弓
を
弾
き
な
が
ら
唱
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
一
人
の
歌
妓
が
、
冒
頭
で
は
地
の
文
に
相
当
す
る
語
り
を
始
め
、
ま
も
な

く
美
女
の
役
を
唱
い
、
さ
ら
に
は
男
の
書
生
役
の
パ
ー
ト
も
唱
う
。
こ
の
よ
う
に

一
人
で
何
人
も
の
役
を
唱
う
形
式
を
代
言
体
と
い
い
、
講
唱
文
芸
の
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
演
劇
が
一
人
一
役
に
扮
す
る
演
唱
体
で
あ
る
の
と
好
対
照
を
な
す
。

�	

内
容
に
つ
い
て
は
、
男
女
の
逢
い
引
き
を
描
く
が
、「
父
母
之
命
、
媒
妁
之
言
」

と
い
っ
た
儒
教
的
な
倫
理
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
民
間
の
男
女
の
か
け
ひ
き
を
い

き
い
き
と
描
写
す
る
。

�	

本
書
は
一
冊
全
四
葉
、
大
き
さ16.4

×10.4cm

、
匡
郭
内11.1

×7.7cm

、
濱

文
庫
所
蔵
唱
本
の
標
準
的
な
大
き
さ
で
あ
る
。
封
面
に
「
新
刻
時
興
／
美
女
五
更

思
春
／
小
曲　

城
内
本
堂
」、
版
心
に
「
美
女
」
と
あ
る
。

�	

本
作
品
に
は
、濱
文
庫
蔵
の
本
テ
キ
ス
ト
の
ほ
か
に
、異
本
と
し
て
『
二
十
五
更
』

が
存
在
す
る
。『
二
十
五
更
』
は
、
一
更
か
ら
五
更
ま
で
の
唱
を
五
つ
連
ね
た
作
品

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
二
十
五
更
と
い
う
。
お
そ
ら
く
『
二
十
五
更
』
が
先
行
す
る

テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
本
作
品
は
最
初
の
一
段
「
初
会
五
更
」
の
み
取
り
出
し
て

改
編
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
テ
キ
ス
ト
の
書
誌
は
次
の
通
り
。
①
は
濱

文
庫
お
よ
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
風
陵
文
庫
蔵
、
②
③
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
風

陵
文
庫
蔵
。

①�

『
二
十
五
更 

五
本
』（
光
緒
二
十
九
年
九
月
（
一
九
〇
三
）
曲
詞
館
刊
、
浜
文
庫

/

集164/62

、
風
陵
文
庫
請
求
記
号
：
文
庫19/F0400/Z0656

）　

曲
詞
館
本

	�
http://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko19/bunko19_

f0400_z0656/index.htm
l

②�

『
二
十
五
更 

五
本
』（
刊
本
（
出
版
者
・
出
版
地
不
明
）、
風
陵
文
庫
請
求
記
号
：

文
庫19/F0400/Z0654

）　

不
明
本

	�
http://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko19/bunko19_

f0400_z0654/index.htm
l

③�

『
二
十
五
更
』（
刊
本
（
出
版
者
・
出
版
地
不
明
）、
風
陵
文
庫
請
求
記
号
：
文
庫

19/F0400/Z0655

）　

上
海
㖆
本

	�
http://archive.w

ul.w
aseda.ac.jp/kosho/bunko19/bunko19_f0400/

bunko19_f0400_z0655/
�	

押
韻
は
、
十
三
轍
（
明
清
か
ら
北
方
の
戯
曲
、
曲
芸
等
で
押
韻
に
用
い
ら
れ
た

十
三
の
韻
の
分
類
）
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
押
韻
字
に
は
句
点
「
。」
を
付
し
た
。

原
本
に
は
異
体
字
・
俗
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
多
く
の
場
合
、
常
用

の
字
体
に
直
し
た
が
、
異
体
字
・
俗
字
の
後
に
（　

）
を
付
し
て
常
用
字
を
示
し

た
も
の
も
あ
る
。
原
本
は
末
尾
の
書
影
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

１
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
招
聘
外
国
人
教
師

２
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
准
教
授

３
九
州
大
学
言
語
文
化
研
究
院
准
教
授
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一
更
里 

幼
美
女 

懶
進
房
門
。
前
走
〃（
走
）  

後
到
〃（
到
）  

暗
自
沉
音
。

愁
只
愁 

香
閨
内 

無
人
陪
伴
、
怕
只
怕 

金
烏
墜 

夜
静
更
深
。

欵
金
蓮 

閃
玉
腕 

門
児
開
放
、
上
月
台 

観
月
景 

坐
在
埃
塵
。

托
香
腮 

垂
挽
袖 

思
前
想
後
、
可
嘆
奴 

幼
美
女 

独
自
一
人
。

无（
無
）奈
何 

回
綉
房 

銀
灯
掌
上
、
心
内
乱 

不
愛
听 

寒
虫
叨
〃（
叨
）、

昏
沉
〃（
沉
）  

病
懨
〃（
懨
）  

牙
床
上
坐
、
听
了
听 

樵
楼
上 

二
更
鼓
深
。

〔
韻
〕
人
辰
轍

〔
校
〕
○
香
閨
内
…
…
曲
詞
館
本
は
「
香
閨
閣
」
に
作
る
。　

○
夜
静
…
…
上

海
㖆
本
は
「
夜
凈
」
に
作
る
。　

○
思
前
想
後
、可
嘆
奴
…
…
各
本
と
も
「
思

前
想
後
」と「
可
嘆
奴
」の
間
に
次
の
句
が
あ
る
。「
听
了
听
學
堂
内
鼓
楽
声
音
。

有
几
個
唱
的
是
文
君
司
馬
、
有
几
個
弾
的
是
出
塞
昭
君
。
有
几
個
唱
的
是
妙

常
必
正
。
有
几
個
弾
的
是
紅
拂
女
私
奔
。
古
来
人
倶
都
是
成
双
配
對
」が
あ
る
。

○
銀
灯
掌
上
…
…
曲
詞
館
本
は
「
把
銀
灯
兒
掌
上
」
に
作
る
。　

○
銀
灯
掌

上
、
心
内
乱
…
…
各
本
と
も
「
銀
灯
掌
上
」
と
「
心
内
乱
」
の
間
に
「
凄
凉

〃（
凉
）
倚
圍
屏
陣
〃（
陣
）
發
昏
」
が
あ
る
。　

○
寒
虫
叨
〃（
叨
）
…
…

不
明
本
は
「
簷
前
鉄
馬
、
絮
叨
〃（
叨
）
寒
虫
声
勿
起
春
心
」、
曲
詞
館
本
は

「
簷
前
鉄
馬
、叙
叨
〃（
叨
）
寒
虫
声
勿
起
春
心
」、上
海
㖆
本
は
「
簷
前
鉄
馬
、

絮
叨
〃（
叨
）
寒
虫
声
忽
起
春
心
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、本
テ
キ
ス
ト
は
「
絮

叨
〃（
叨
）
寒
虫
声
」
の
部
分
を
「
寒
虫
叨
〃（
叨
）」
と
し
、
一
句
減
ら
し

て
い
る
。　

○
牙
床
上
坐
…
…
上
海
㖆
本
は
「
牙
床
上
作
」
に
作
る
。　

○

樵
楼
上
…
…
上
海
㖆
本
は
「
敲
楼
上
」
に
作
る
。　

○
二
更
鼓
深
…
…
上
海

㖆
本
は
「
二
更
鼓
兒
深
」
に
作
る
。

〔
注
〕

○
里
…
…
と
き
。
現
代
漢
語
の
「
的
時
候
」
に
あ
た
る
。
用
例
と
し
て
は
、

『
張
協
状
元
』
戲
文
第
十
六
出
【
後
袞
】「
妾
身
年
少
裏
、
父
母
倶
傾
棄
（
私

は
幼
い
と
き
に
、両
親
を
と
も
に
亡
く
し
）」、「
紅
梨
花
」
雑
劇
（
古
名
家
本
）

第
三
折
【
尾
聲
】「
秀
才
也
你
三
更
里
撞
着
鬼
魂
（
秀
才
さ
ん
あ
ん
た
は
三

更
（
真
夜
中
）
に
幽
霊
に
遭
っ
た
ん
だ
）」
が
あ
る
。

○
沉
音
…
…
「
沉
吟
」
に
同
じ
。
物
思
い
に
ふ
け
る
。『
紅
楼
夢
』
第

三
十
八
回
「
無
頼
詩
魔
昏
暁
侵
、
繞
籬
欹
石
自
沉
音
（
あ
の
詩
魔
の
や
つ
が

朝
な
夕
な
に
襲
っ
て
く
る
。
籬
を
繞
り
石
の
上
に
た
た
ず
み
物
思
い
に
ふ
け

る
）」。
俗
曲
の
用
例
と
し
て
は
、『
白
雪
遺
音
』（
清
・
華
廣
生
、
嘉
慶
九
年

（
一
八
〇
四
）
序
、道
光
八
年
（
一
八
二
八
）
刊
刻
、清
代
中
期
の
俗
曲
総
集
）

巻
一
【
馬
頭
調
】「
又
是
想
來
」「
又
是
想
來
又
是
恨
。
自
己
沉
音
（
恋
焦
が

れ
た
り
恨
ん
だ
り
、
ひ
と
り
物
思
い
に
ふ
け
っ
た
り
）」
な
ど
。

○
怕
…
…
こ
こ
で
は
、「
い
や
だ
」
ぐ
ら
い
の
意
。

○
金
烏
墜
…
…
「
金
烏
」
は
中
国
の
古
代
神
話
で
太
陽
の
中
に
い
る
と
さ
れ

る
三
本
足
の
烏
の
こ
と
で
、
太
陽
を
指
す
。「
金
烏
墜
」
は
定
型
表
現
で
、

例
え
ば
『
霓
裳
續
譜
』（
清
・
王
廷
紹
、
乾
隆
六
十
年
（
一
七
九
五
）、
清
代

中
期
の
俗
曲
総
集
）
巻
一
に
は
、「
金
烏
墜
落
、
玉
兎
升
騰
、
黄
昏
時
候
（
お

日
様
が
落
ち
、
お
月
様
が
昇
る
た
そ
が
れ
時
）」
と
い
う
用
例
が
あ
る
。

○
夜
静
更
深
…
…
「
更
深
夜
静
」「
更
深
人
静
」
と
も
。
夜
が
更
け
て
静
か

な
様
子
を
い
う
定
型
表
現
。
宋
代
ご
ろ
か
ら
の
用
例
が
多
い
。
南
唐
・
楊
鸞

「
即
事
」「
白
日
蒼
蠅
滿
飯
盤
、
夜
間
蚊
子
又
成
團
。
毎
到
更
深
人
静
後
、
定

來
頭
上
咬
楊
鸞
（
昼
は
蒼
蠅
が
食
事
の
盆
い
っ
ぱ
い
に
群
が
り
、
夜
は
蚊
が

一
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
夜
が
更
け
て
人
が
寝
静
ま
っ
た
こ
ろ
、
さ
だ

め
し
頭
上
か
ら
楊
鸞
に
噛
み
つ
き
に
く
る
の
だ
ろ
う
）」。
元
雑
劇
で
は
、「
後

庭
花
」（
元
曲
選
）
第
二
折
冒
頭
劉
天
義
の
せ
り
ふ
「
更
深
夜
靜
、有
人
喚
門
、

好
是
奇
怪
（
夜
も
更
け
て
人
も
寝
静
ま
っ
た
と
い
う
の
に
、
門
で
呼
ば
わ
る

人
が
い
る
と
は
、
ま
っ
た
く
変
だ
ぞ
）」
な
ど
。

○
怕
只
怕
～
夜
静
更
深
…
…
「
～
夜
が
更
け
る
の
が
嫌
だ
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
詞
や
散
曲
に
も
同
趣
旨
の
も
の
が
数
多
い
。「
怕
黄
昏
」
と
い
う

形
だ
が
、
周
邦
彦
【
慶
春
宮
】「
秋
怨
」「
塵
埃
憔
悴
、
生
怕
黄
昏
、
離
思
牽

縈
（
世
俗
に
ま
み
れ
て
憔
悴
し
、
た
だ
黄
昏
迫
る
を
恐
れ
、
別
れ
の
思
い
に

と
ら
わ
れ
る
）」
な
ど
が
あ
る
。

○
欵
…
…
「
款
」
と
通
用
。「
款
」
は
「
款
歩
」
と
も
い
い
、
ゆ
っ
く
り
と

歩
く
こ
と
。
白
話
文
学
の
用
例
と
し
て
は
、「
墻
頭
馬
上
」
雑
劇
（
古
名
家
本
）

第
二
折
【
感
皇
恩
】「
教
你
輕
分
翠
竹
、欵
（
款
）
歩
蒼
苔
（
翠
の
竹
林
に
そ
っ

2
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と
分
け
入
り
、青
苔
の
上
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
）」、『
清
平
山
堂
話
本
』
巻
二
「
藍

橋
記
」「
春
色
平
分
二
月
時
、
弓
鞋
款
款
歩
蓮
池
（
春
も
半
ば
の
如
月
の
頃
、

纏
足
の
娘
が
蓮
池
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
）」
な
ど
が
あ
る
。

○
金
蓮
…
…
「
金
蓮
」
は
纏
足
し
た
足
の
こ
と
。
南
北
朝
時
代
、
斉
の
東
昏

侯
蕭
宝
巻
の
「
金
蓮
歩
」
の
故
事
が
有
名
。『
南
史
』
巻
五
「
斉
本
紀
下
」「
廃

帝
東
昏
侯
」
に
、「
鑿
金
為
蓮
華
以
帖
地
、
令
潘
妃
行
其
上
、
曰
、
此
歩
歩

生
蓮
華
也
（
黄
金
で
蓮
の
花
を
作
り
地
面
に
置
き
、
潘
妃
に
そ
の
上
を
歩
か

せ
て
言
っ
た
。「
ひ
と
足
ご
と
に
蓮
華
を
生
ず
」）」
と
あ
り
、
本
来
は
女
性

の
美
し
い
歩
き
方
を
言
っ
た
が
、の
ち
に
纏
足
の
足
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

「
三
寸
金
蓮
」
と
も
。

○
玉
腕
…
…
女
性
の
か
い
な
の
形
容
に
「
玉
」
を
つ
け
る
定
型
表
現
の
一
つ
。

最
も
有
名
な
の
は
、
杜
甫
「
月
夜
」「
香
霧
雲
鬟
濕
、
清
輝
玉
臂
寒
（
か
ぐ

わ
し
く
雲
な
す
ま
げ
は
し
っ
と
り
と
、
清
ら
か
に
か
が
や
く
玉
の
か
い
な
は

ひ
ん
や
り
と
）」
で
あ
ろ
う
。

○
月
台
…
…
母
屋
の
前
に
突
き
出
し
た
、
院
子
（
中
庭
）
の
地
面
よ
り
一
段

高
い
平
台
。

○
埃
塵
…
…
地
面
。『
金
瓶
梅
詞
話
』
第
三
十
六
回
「
一
个
个
、
心
害
怕
、

倒
在
埃
塵
（
一
人
一
人
恐
ろ
し
く
な
っ
て
、
地
面
に
倒
れ
込
み
ま
す
）」。

○
挽
袖
…
…
女
性
の
上
着
の
袖
に
つ
け
た
付
け
袖
。
刺
繍
な
ど
を
施
し
た
装

飾
品
で
あ
る
が
、
同
時
に
汚
れ
た
と
き
に
付
け
袖
だ
け
外
し
て
洗
濯
が
で
き

る
と
い
う
実
用
的
な
面
も
あ
っ
た
。
な
お
、
本
文
で
は
単
に
「
袖
」
と
訳
出

す
る
。『
二
十
年
目
睹
之
怪
現
状
』
第
八
十
六
回
「
只
見
另
有
一
个
人
、
拿

了
許
多
裙
門
、
裙
花
、
挽
袖
之
類
、
在
那
里
議
価
、
旁
辺
還
堆
了
好
几
匹
綢

縐
之
類
（
ふ
と
見
る
と
も
う
一
人
は
、
ス
カ
ー
ト
の
前
部
分
や
縁
取
り
、
付

け
袖
の
類
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
、
そ
の
場
で
値
段
交
渉
を
し
、
そ
ば
に
は
ま

た
反
物
の
類
を
何
匹
も
積
み
重
ね
て
お
り
ま
す
）」。

○
銀
灯
…
…
銀
製
の
ラ
ン
プ
、ま
た
は
ラ
ン
プ
の
美
称
。
詞
曲
で
は
「
銀
燭
」

と
い
う
形
で
も
よ
く
使
わ
れ
、
有
名
な
用
例
と
し
て
は
、
蘇
軾
「
海
棠
」「
只

恐
夜
深
花
睡
去
、
髙
燒
銀
燭
照
紅
妝
（
た
だ
夜
が
更
け
て
海
棠
の
花
が
眠
り

に
つ
い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
明
か
り
を
高
く
掲
げ
て
そ
の
く

れ
な
い
の
花
を
照
ら
し
出
す
）」
が
あ
る
。

○
掌
上
…
…
「
掌
」
は
動
詞
。「
手
に
持
つ
」、「（
ラ
ン
プ
に
）
火
を
つ
け
る
」

の
二
つ
の
意
味
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
二
更
里
」
一
句
目
の
「
要

止
銀
灯
」
に
呼
応
し
て
い
る
と
考
え
、「
火
を
つ
け
る
」
意
と
取
る
。「
上
」

は
動
作
の
完
成
お
よ
び
持
続
を
表
す
補
語
。

○
寒
虫
…
…
秋
の
虫
。
コ
オ
ロ
ギ
。「
寒
虫
（
ま
た
は
寒
蛩
）」
単
独
の
用
例

は
数
が
多
い
が
、元
の
散
曲
で
は
、丘
士
元
の
小
令
【
雙
調
】【
折
桂
令
】「
秋

晩
」
に
「
鐵
馬
叮
噹
、寒
蛩
不
住
、砧
杵
聲
雜
（
風
鈴
は
テ
ィ
ン
タ
ン
と
響
き
、

コ
オ
ロ
ギ
は
鳴
き
や
ま
ず
、砧
の
音
が
途
切
れ
途
切
れ
に
聞
こ
え
て
く
る
）」、

王
和
卿
の
小
令
【
商
調
】「
百
字
知
秋
令
」
に
「
碧
紗
窗
外
風
弄
雨
昔
留
昔

零
打
芭
蕉
、
惱
碎
芳
心
近
砌
下
啾
啾
唧
唧
寒
蛩
鬧
、
驚
回
幽
夢
丁
丁
當
當
簷

間
鐵
馬
敲
（
緑
の
紗
貼
り
の
窓
の
外
で
は
横
殴
り
の
雨
が
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と

芭
蕉
の
葉
を
打
ち
、
い
ら
い
ら
さ
せ
る
よ
う
に
み
ぎ
り
の
も
と
で
ジ
ー
ジ
ー

と
コ
オ
ロ
ギ
が
騒
が
し
く
、
夢
を
破
る
よ
う
に
テ
ィ
ン
テ
ィ
ン
タ
ン
タ
ン
と

軒
先
の
風
鈴
が
鳴
る
）」
と
い
う
よ
う
に
、
寒
虫
と
鉄
馬
（
さ
ら
に
「
雨
が

芭
蕉
の
葉
を
叩
く
」
と
い
っ
た
句
が
入
る
こ
と
も
あ
る
）
が
一
緒
に
使
わ
れ

る
場
合
も
多
い
。

○
昏
沉
沉
…
…
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る
さ
ま
。

○
病
懨
懨
…
…
体
の
具
合
が
悪
く
振
る
わ
な
い
さ
ま
。

○
牙
床
…
…
象
牙
の
彫
刻
で
装
飾
さ
れ
た
ベ
ッ
ド
、ま
た
は
ベ
ッ
ド
の
美
称
。

○
樵
楼
…
…
「
譙
樓
」
と
も
書
く
。
城
門
の
上
の
展
望
台
、
鐘
鼓
楼
。

〔
訳
〕

一
更
の
こ
ろ
若
い
美
女
は
ね
や
に
入
る
の
も
物
憂
げ
に
、
行
き
つ
戻
り
つ
ひ

そ
か
に
想
う
。

「
気
が
ふ
さ
ぐ
の
は
お
相
手
が
い
な
い
か
ら
。
嫌
な
の
は
日
が
落
ち
夜
が
更

け
る
こ
と
。」

忍
び
足
で
か
い
な
を
伸
ば
し
戸
を
開
け
て
、（
家
の
前
の
）
月
台
で
月
を
見

上
げ
て
腰
下
ろ
す
。

ほ
お
づ
え
し
て
袖
を
垂
ら
し
て
思
う
よ
う
、「
嘆
か
わ
し
い
こ
と
あ
た
し
は
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一
人
」。

仕
方
な
く
ね
や
に
戻
っ
て
銀
の
ラ
ン
プ
に
火
を
つ
け
る
、
心
は
乱
れ
秋
の
虫

が
鳴
く
の
も
い
と
わ
し
い
。

ぼ
ん
や
り
ぐ
っ
た
り
ベ
ッ
ド
に
座
れ
ば
、聞
こ
え
て
く
る
の
は
二
更
の
太
鼓
。

〔
補
〕
本
テ
キ
ス
ト
で
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て

・「
听
了
听
學
堂
内
鼓
楽
声
音
。
有
几
個
唱
的
是
文
君
司
馬
、
有
几
個
弾
的

是
出
塞
昭
君
。
有
几
個
唱
的
是
妙
常
必
正
。
有
几
個
弾
的
是
紅
拂
女
私
奔
。

古
来
人
倶
都
是
成
双
配
對
（
学
堂
の
鼓
楽
の
音
を
聴
け
ば
、
卓
文
君
と
司
馬

相
如
の
物
語
を
唱
う
者
あ
り
、
昭
君
出
塞
を
爪
弾
く
者
あ
り
、
陳
妙
常
と
潘

必
正
の
物
語
を
唱
う
者
あ
り
、
紅
拂
女
が
出
奔
す
る
物
語
を
爪
弾
く
者
も
お

り
ま
す
。
古
来
人
は
み
な
連
れ
合
い
が
あ
る
も
の
で
す
）」。　

○
文
君
司
馬

…
…
漢
代
の
卓
文
君
と
司
馬
相
如
の
こ
と
。『
史
記
』「
司
馬
相
如
列
伝
」。

明
代
の
戯
曲
に
『
琴
心
記
』
が
あ
る
。　

○
出
塞
昭
君
…
…
王
昭
君
が
匈
奴

に
嫁
ぐ
道
中
を
描
く
。
明
代
の
戯
曲
に
『
和
戎
記
』、
昆
曲
の
演
目
に
「
昭

君
出
塞
」
が
あ
る
。　

○
妙
常
必
正
…
…
明
代
の
戯
曲
『
玉
簪
記
』
に
登
場

す
る
陳
妙
常
と
潘
必
正
の
こ
と
。
二
人
は
も
と
も
と
親
同
士
が
決
め
た
許
嫁

で
あ
っ
た
が
、
北
宋
末
の
戦
乱
で
妙
常
は
母
と
離
れ
尼
寺
に
入
る
。
偶
然
、

科
挙
の
受
験
で
お
ば
の
い
る
尼
寺
に
や
っ
て
き
た
必
正
と
意
気
投
合
す
る
。

必
正
は
科
挙
に
及
第
し
、二
人
は
め
で
た
く
夫
婦
と
な
る
。
京
劇
の
演
目「
秋

江
」
が
有
名
。　

○
紅
拂
女
私
奔
…
…
唐
代
伝
奇
「
虬
髯
客
傳
」
に
登
場
す

る
人
物
。
隋
の
煬
帝
の
時
、
李
靖
は
権
力
者
楊
素
に
献
策
を
行
っ
た
。
そ
の

夜
、
楊
素
の
妓
女
で
名
は
紅
拂
と
い
う
者
が
、
李
靖
の
非
凡
な
人
物
に
惹
か

れ
て
楊
家
を
出
奔
し
て
き
て
、
彼
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
。
明
代
の
戯
曲
に

張
鳳
翼
『
紅
拂
記
』
が
あ
る
。

・「
凄
凉
〃（
凉
）
倚
圍
屏
陣
〃（
陣
）發
昏
（
も
の
寂
し
さ
に
屏
風
に
も
た
れ

て
ひ
と
し
き
り
ぼ
ん
や
り
す
る
）」。　

○
凄
凉
…
…
も
の
寂
し
い
。　

○
圍

屏
…
…
折
り
た
た
み
で
き
る
屏
風
。　

○
發
昏
…
…
ぼ
ん
や
り
す
る
さ
ま
。

・「
簷
前
鉄
馬
、
絮
叨
〃（
叨
）
寒
虫
声
勿
起
春
心
（
軒
端
の
風
鈴
、
く
ど
く

ど
と
鳴
く
コ
オ
ロ
ギ
の
声
に
恋
心
を
起
こ
す
な
か
れ
（
上
海
㖆
本
「
忽
起
春

心
」は「
た
ち
ま
ち
恋
心
を
か
き
立
て
ら
れ
る
」））」。　

○
簷
前
鉄
馬
…
…「
鉄

馬
」
は
風
鈴
に
類
す
る
も
の
。
こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
故
事
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
陳
芬
『
芸
窻
私
志
』（『
説
郛
』
巻
三
十
一
下
）「
元
帝
時
、臨
池
觀
竹
、

既
枯
、
后
毎
思
其
響
、
夜
不
能
寢
。
帝
為
作
薄
玉
龍
數
十
枚
、
以
縷
線
懸
于

簷
外
。
夜
中
因
風
相
擊
、
聽
之
與
竹
無
異
。
民
間
效
之
、
不
敢
用
龍
、
以
什

駿
代
。
今
之
鐵
馬
是
其
遺
制
（
元
帝
の
と
き
、
池
に
臨
ん
で
竹
を
み
る
と
枯

れ
て
お
り
、
き
さ
き
は
い
つ
も
そ
の
響
き
を
懐
か
し
が
っ
て
、
夜
眠
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
み
か
ど
は
龍
を
彫
刻
し
た
薄
い
玉
を
数
十
枚
作
り
、
糸

で
軒
の
外
に
掛
け
た
。
夜
中
風
で
打
ち
合
っ
て
、
竹
の
音
と
違
い
が
な
か
っ

た
。
民
間
も
こ
れ
を
ま
ね
し
た
が
、
龍
は
は
ば
か
っ
て
、
馬
の
彫
刻
で
代
用

し
た
の
で
あ
る
。今
の
鉄
馬
は
そ
の
な
ご
り
で
あ
る
）」（『
南
部
烟
花
記（
録
）』

に
は
、
最
後
の
「
今
之
鐵
馬
是
其
遺
制
」
は
な
い
。
ま
た
隋
の
煬
帝
の
こ
と

と
す
る
も
の
も
あ
る
）。　

○
絮
叨
〃（
叨
）
…
…
く
ど
く
ど
と
繰
り
返
す
さ

ま
。

二
更
里 

幼
美
女 

要
止
銀
灯
。
听
了
听 

窓
棂（
欞
）外 

好
似
人
行
。

奴
当
是 

我
的
母 

与
奴
作
伴
、
不
料
想 

走
進
了 

白
面
書
生
。

羞
的
奴 

面
飛
紅 

无（
無
）處
藏
躱
、
那
学
生 

進
前
来 

跪
在
流
平
。

慌
的
奴 

急
忙
〃（
忙
） 

開
言
便
問
。
誰
家
的 

小
学
生 

所
為
何
情
。

小
学
生 

聞
此
言 

尊
声
姐
〃（
姐
）、
問
此
言 

莫
要
荒 

听
講
分
明
。

我
自
従 

見
了
你 

身
得
重
病
。
求
小
姐 

発
慈
悲 

超
昇
我
的
魂
灵（
靈
）。

小
美
女 

聞
此
言 

心
中
好
惱
、
罵
一
声 

小
学
生 

好
不
正
経
。

並
非
是 

不
讀
書 

不
知
礼
义（
義
）、
也
念
過 

上
孟
子 

踰
墻
相
從
。

你
家
的 

小
婦
女 

人
家
求
允
。
你
把
那 

天
良
心 

凴
上
一
凴
。

小
学
生 

粧
啞
聾 

全
然
不
懂
。
听
了
听 

樵
楼
上 

鼓
打
三
更
。

〔
韻
〕
中
東
轍
（
人
辰
轍
と
通
押
、「
問
」「
允
」
字
は
人
辰
轍
）

〔
校
〕
○
幼
美
女
…
…
上
海
㖆
本
は
「
有
美
女
」
に
作
る
。　

○
奴
当
是
我

的
母
与
奴
作
伴
…
…
曲
詞
館
本
は
「
奴
只
當
兒
的
母
与
奴
来
做
伴
」
に
作
る
。
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○
走
進
了
…
…
曲
詞
館
本
は
「
走
進
来
」、
上
海
㖆
本
は
「
走
進
个
」
に
作

る
。
○
面
飛
紅
…
…
上
海
㖆
本
は
「
臉
非
紅
」
に
作
る
。　

○
問
此
言
莫
要

荒
听
講
分
明
…
…
上
海
㖆
本
は
「
听
此
言
莫
要
慌
請
听
分
明
」
に
作
る
。　

○
求
小
姐
…
…
上
海
㖆
本
は
「
求
姐
〃（
姐
）」
に
作
る
。　

○
超
昇
…
…
上

海
㖆
本
は
「
超
生
」
に
作
る
。　

○
凴
上
一
凴
…
…
曲
詞
館
本
は
「
平
上
一

平
」
に
作
る
。

〔
注
〕

○
白
面
書
生
…
…
若
い
書
生
、科
挙
に
合
格
す
る
前
の
読
書
人
。「
白
面
書
郎
」

「
白
面
郎
」
な
ど
と
も
。

○
流
平
…
…
地
面
、
ゆ
か
。
用
例
と
し
て
は
、『
劉
公
案
』
第
四
回
「
佳
人

聞
听
不
怠
慢
、
慌
忙
下
炕
站
在
流
平
（
美
女
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
あ
わ
て
て

オ
ン
ド
ル
か
ら
下
り
て
ゆ
か
に
立
ち
ま
す
）」、『
白
雪
遺
音
』
巻
一
【
馬
頭
調
】

「
捐
功
名
」「
跪
在
流
平
。
忙
把
禮
行
（
ゆ
か
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
あ
わ
て
て
お

辞
儀
を
い
た
し
ま
す
）」
な
ど
が
あ
る
。

○
身
得
重
病
…
…
こ
こ
で
は
「
恋
患
い
に
か
か
る
」
こ
と
。

○
上
孟
子
…
…
『
孟
子
』
全
七
篇
を
二
分
し
て
、
孟
子
の
仕
官
出
処
を
記
し

た
「
梁
恵
王
」「
公
孫
丑
」「
滕
文
公
」
の
前
三
篇
を
「
上
孟
」
と
し
、
師
弟

の
問
答
雑
事
を
記
し
た
「
離
婁
」
以
下
の
後
四
篇
を
「
下
孟
」
と
す
る
。
清
・

周
広
業
『
孟
子
四
考
』
や
伊
藤
仁
斎
『
孟
子
古
義
』
の
説
。

○
踰
墻
相
從
…
…
『
孟
子
』「
滕
文
公
下
」
の
「
不
待
父
母
之
命
、
媒
妁
之

言
、
鑽
穴
隙
相
窺
、
踰
墻
相
從
、
則
父
母
國
人
皆
賤
之
（
父
母
の
言
い
つ
け

や
仲
人
の
言
葉
を
待
た
ず
に
、
穴
や
隙
間
か
ら
相
手
を
盗
み
見
て
、
垣
根
を

乗
り
越
え
て
馴
れ
合
え
ば
、父
母
、国
の
人
も
み
な
賤
し
い
こ
と
だ
と
思
う
）」

に
基
づ
く
。

○
求
允
…
…
縁
談
を
求
め
る
こ
と
。『
警
世
通
言
』
第
二
十
三
巻
「
喜
将
仕

名
門
富
室
、
他
的
女
儿
、
怕
没
有
人
求
允
、
肯
与
我
家
対
親
（
喜
将
仕
は
名

門
で
金
持
ち
な
の
で
、
娘
に
縁
談
が
来
な
い
の
を
心
配
し
て
、
う
ち
と
く
っ

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
）」。
本
文「
你
家
的
小
婦
女
人
家
求
允
」は
、「
も

し
も
あ
な
た
の
家
の
娘
を
他
人
が
求
め
た
と
し
た
ら
」
の
よ
う
に
仮
定
と
解

す
。

○
粧
啞
聾
…
…
口
が
利
け
ず
耳
が
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
す
る
。「
粧
聾
做
唖
」

「
做
唖
粧
聾
」
な
ど
と
も
表
記
し
、
元
曲
な
ど
に
多
く
用
例
が
み
ら
れ
る
。

『
西
廂
記
』（
弘
治
本
）
巻
三
第
三
折
、
張
生
が
鶯
鶯
か
ら
の
手
紙
を
読
み
、

大
喜
び
で
垣
根
を
乗
り
越
え
て
逢
い
引
き
に
出
掛
け
た
も
の
の
、
逆
に
鶯
鶯

と
紅
娘
か
ら
叱
責
を
受
け
る
場
面
で
、【
錦
上
花
】［
紅
唱
］「
張
生
無
一
言
、

呀
鶯
鶯
変
了
卦
。
…
…
叉
手
躬
身
、
粧
聾
做
啞
（［
紅
娘
が
唱
う
］
張
生
は

返
す
言
葉
も
な
く
、「
や
や
、
鶯
鶯
は
気
が
変
わ
っ
た
ぞ
。」
…
…
手
を
つ
か

ね
お
辞
儀
し
て
、
耳
が
聞
こ
え
ず
口
が
利
け
な
い
ふ
り
を
い
た
し
ま
す
）」

と
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
少
し
後
の
紅
娘
の
せ
り
ふ
に
は
、「
張
生
、
你
過
來

跪
着
。
你
既
讀
孔
聖
之
書
、
必
達
周
公
之
理
、
夤
夜
来
此
何
幹
（
張
生
、
こ
っ

ち
に
き
て
跪
き
な
さ
い
。
孔
子
さ
ま
の
書
を
読
ん
で
、
周
公
の
道
理
に
通
じ

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
こ
ん
な
真
夜
中
に
何
し
に
い
ら
し
た
の
）」
と
あ
る

（「
理
」
は
「
禮
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
り
、
白
話
文
学
で
は
し
ば
し
ば
混

用
さ
れ
る
）。
こ
の
よ
う
に
『
西
廂
記
』
の
こ
の
場
面
と
本
作
品
に
は
共
通

す
る
類
型
パ
タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
、『
西
廂
記
』
の
白
話
文
学
に
お
け
る
影

響
が
う
か
が
え
る
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
唱
本
が
こ
の
よ
う
な
伝
統
を
引
い

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
わ
か
る
と
い
う
点
で
も
大
変
興
味
深
い
。

〔
訳
〕

二
更
の
こ
ろ
若
い
美
女
が
銀
の
ラ
ン
プ
を
消
そ
う
と
す
れ
ば
、
聞
こ
え
て
く

る
の
は
窓
の
外
を
歩
く
音
。

お
っ
か
さ
ん
だ
と
思
っ
た
ら
、
な
ん
と
ま
あ
白
い
顔
の
書
生
さ
ん
。

恥
ず
か
し
さ
で
顔
は
赤
く
な
り
隠
れ
る
間
も
な
く
、
学
生
は
進
み
出
て
ゆ
か

に
ひ
ざ
ま
ず
く
。

あ
わ
て
て
口
を
開
い
て
尋
ね
る
よ
う
、「
ど
ち
ら
の
学
生
さ
ん
、
い
っ
た
い

何
を
し
に
来
た
の
」。

若
い
学
生
は
そ
れ
を
聞
く
と
恭
し
く
「
お
嬢
さ
ま
」
と
呼
ん
で
、「
お
尋
ね

と
あ
ら
ば
、
あ
わ
て
ず
に
き
ち
ん
と
私
の
言
う
こ
と
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
お
会
い
し
て
か
ら
ひ
ど
い
恋
患
い
。
お
姉
さ
ま
お
願
い
で
す
、
慈
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悲
の
心
で
私
の
魂
を
お
助
け
く
だ
さ
い
。」

若
い
美
女
は
そ
れ
を
聞
い
て
お
お
い
に
怒
り
、
罵
っ
て
言
う
よ
う
、「
学
生

さ
ん
た
ら
ろ
く
で
な
し
、

勉
強
も
せ
ず
礼
と
義
を
わ
き
ま
え
な
い
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
し
、
ま
た
『
孟

子
』
上
巻
の
“
塀
を
の
り
こ
え
逢
い
引
き
す
る
”
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
に
。

あ
な
た
の
家
の
お
嬢
さ
ん
を
他
人
が
求
め
た
ら
（
ど
う
す
る
か
）、
良
心
に

照
ら
し
て
よ
く
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。」

学
生
は
言
わ
ざ
る
聞
か
ざ
る
ま
る
で
わ
か
ら
ぬ
ふ
り
を
す
る
。
聞
こ
え
て
く

る
の
は
三
更
の
太
鼓
。

三
更
里 

幼
学
生 

哀
告
裙
釵
。
忙
開
口 

尊
姐
〃（
姐
）   

好
不
明
白
。

我
並
非 

讀
詩
書 

不
知
那
礼
义（
義
）、
因
此
上 

花
上
情 

理
上
應
該
。

我
有
心 

托
人
説 

怕
你
不
允
、
所
以
然 
大
清
律 

一
旦
去
開
。

我
自
従 

在
花
園 

見
你
一
面
、
把
我
的 
魂
灵
兒 
被
你
勾
来
。

想
的
我 

身
得
病 

忘
生
捨
死
、
因
此
上 

捨
性
命 
撞
你
滿
（
懷
）。

望
姐
〃（
姐
） 

発
慈
善 

救
我
急
難
、
勝
是
你 

念
弥
陀 
去
吃
長
斎
。

今
夜
晩 

你
不
従 

我
也
不
走
、
就
死
在 

你
面
前 

叫
人
来
抬
。

那
時
候 

姐
〃（
姐
）
你 

醜
名
在
外
。
捴
然
似 

江
河
水 
洗
不
下
来
。

好
姐
〃（
姐
） 

今
夜
晩 

依
従
于
我
、
既
在 

到
宝
山 

豈
肯
白
来
。

小
学
生 

説
不
尽 

来
情
話
語
、
又
听
得 

樵
楼
上 

四
更
鼓
兒
排
。

〔
韻
〕
懐
来
轍

〔
校
〕
○
不
知
那
礼
義
…
…
曲
詞
館
本
・
上
海
㖆
本
は
「
不
知
礼
義
」
に
作
る
。

○
因
此
上
…
…
上
海
㖆
本
は
「
因
此
事
」
に
作
る
。　

○
理
上
應
該
…
…
曲

詞
館
本
は
「
礼
上
應
該
」
に
作
る
。　

○
大
清
律
…
…
上
海
㖆
本
の
み
「
把

法
律
」
に
作
る
が
、
こ
れ
は
清
朝
が
倒
れ
た
あ
と
に
改
編
さ
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
、
上
海
㖆
本
の
本
文
の
成
立
が
、
他
の
テ
キ
ス
ト
よ
り
遅
れ
る
こ

と
を
示
す
か
。　

○
一
旦
去
開
…
…
不
明
本
・
上
海
㖆
本
は
「
一
旦
丟
開
」

に
作
る
。　

○
発
慈
善
…
…
曲
詞
館
本
・
上
海
㖆
本
は
「
発
慈
悲
」
に
作
る
。

○
勝
是
你
…
…
曲
詞
館
本
・
上
海
㖆
本
は
「
勝
似
你
」
に
作
る
。　

○
我
也

不
走
…
…
曲
詞
館
本
は「
我
是
不
走
」に
作
る
。　

○
捴
然
似
…
…
曲
詞
館
本
・

上
海
㖆
本
は「
捴
然
是
」に
作
る
。　

○
江
河
水
…
…
曲
詞
館
本
は「
西
江
水
」

に
作
る
。
注
を
参
照
。　

○
既
在
到
宝
山
…
…
不
明
本
・
上
海
㖆
本
は
「
既

到
在
宝
山
上
」、曲
詞
館
本
は
「
我
即
到
窑
山
上
」
に
作
る
。「
宝
」
に
は
「
う

か
ん
む
り
に
缶
」
と
い
う
異
体
字
も
あ
る
（
本
テ
キ
ス
ト
は
こ
の
字
体
）
の

で
、
曲
詞
館
本
の
「
窑
」
は
誤
刻
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。　

○
来
情
話
語

…
…
不
明
本
・
曲
詞
館
本
は
「
求
情
話
語
」、
上
海
㖆
本
は
「
求
情
的
話
語
」

に
作
る
。　

○
樵
楼
上
…
…
上
海
㖆
本
は
「
敲
楼
上
」
に
作
る
。

〔
注
〕

○
裙
釵
…
…
女
性
が
身
に
つ
け
る
ス
カ
ー
ト
と
か
ん
ざ
し
。
転
じ
て
女
性
を

指
す
。「
梧
桐
葉
」（
元
曲
選
）
第
一
折
【
賺
煞
】
前
の
卜
兒
の
せ
り
ふ
「
雲

英
、
你
是
裙
釵
女
流
之
輩
、
何
故
賡
和
他
人
詞
章
、
豈
不
出
醜
（
雲
英
、
お

ま
え
は
女
の
く
せ
に
、
な
ん
で
人
様
の
詞
章
に
唱
和
す
る
ん
だ
。
み
っ
と
も

な
い
）」。

○
因
此
上
…
…
「
因
此
」
に
同
じ
で
、「
上
」
は
意
味
の
な
い
接
尾
辞
。『
七

國
春
秋
平
話
後
集
』
卷
上
「
齊
王
見
袁
達
勢
惡
、
方
免
孫
子
之
命
。
孫
子
因

此
上
得
病
不
出
（
齊
王
は
袁
達
が
も
の
す
ご
い
勢
い
な
の
を
見
て
、
や
っ
と

孫
子
の
命
を
許
し
た
。孫
子
は
そ
れ
で
病
と
称
し
て
外
へ
出
な
く
な
っ
た
）」。

○
大
清
律
…
…
順
治
三
年
（
一
六
四
六
）
に
制
定
さ
れ
た
清
朝
の
法
典
で
、

全
三
十
巻
、
四
百
五
十
八
条
か
ら
な
る
。
康
煕
、
雍
正
、
乾
隆
帝
の
時
代
に

そ
れ
ぞ
れ
修
訂
が
施
さ
れ
た
。
こ
こ
で
「
大
清
律
」
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ

る
の
は
、
お
そ
ら
く
儒
教
的
な
き
ま
り
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
、
そ
れ
を
捨

て
去
っ
て
逢
い
引
き
に
来
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

○
勝
是
…
…
「
勝
似
」
に
同
じ
。「
～
に
ま
さ
る
」。

○
長
斎
…
…
仏
教
徒
の
素
食
。

○
江
河
水
洗
不
下
来
…
…
「（
恥
や
悪
名
は
）
長
江
や
黄
河
の
水
で
も
洗
い

落
と
せ
な
い
」
と
い
う
意
味
だ
が
、類
似
の
成
語
は
早
く
か
ら
用
例
が
あ
る
。

『
容
斎
三
筆
』巻
五「
油
汚
衣
詩
」「
縱
饒
洗
遍
千
江
水
、爭
似
當
初
不
汚
時（
た
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と
え
千
江
の
水
で
何
度
洗
っ
て
も
、
最
初
の
綺
麗
だ
っ
た
と
き
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
）」。
白
話
文
学
の
用
例
で
は
、「
桃
花
女
」雑
劇
楔
子
末
尾「
饒

君
掬
盡
西
江
水
、
難
洗
今
朝
這
面
羞
（
た
と
え
あ
な
た
が
西
江
の
水
を
掬
い

尽
く
し
て
も
、今
日
の
こ
の
恥
を
そ
そ
ぐ
の
は
難
し
い
）」（
曲
詞
館
本
が
「
西

江
水
」
に
作
る
の
は
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
な
言
い
方
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
）、「
柳
毅
傳
書
」
雑
劇
楔
子
「
饒
他
掬
盡
涇
河
水
、難
洗
今
朝
一
面
羞
」、『
水

滸
伝
』
第
九
十
八
回
「
総
教
掬
尽
三
江
水
、難
洗
今
朝
一
面
羞
」
な
ど
が
あ
る
。

○
既
在
到
宝
山
豈
肯
白
來
…
…
も
と
仏
教
に
関
係
す
る
言
葉
。「
宝
山
空
回
」

で
、
す
ば
ら
し
い
境
遇
に
あ
り
な
が
ら
、
何
も
得
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
い

う
。『
心
地
觀
經
』「
離
世
間
品
」「
如
人
無
手
、
雖
至
寶
山
、
終
無
所
得
（
手

段
（
こ
こ
で
は
正
し
い
仏
教
の
教
え
）
が
無
け
れ
ば
、宝
の
山
に
入
っ
て
も
、

結
局
手
に
入
る
も
の
は
な
い
）」。
雑
劇
で
は
「
如
入
宝
山
空
手
回
」
と
し
て

用
例
多
数
。「
酷
寒
亭
」
楔
子
の
孔
目
の
せ
り
ふ
「
正
是
、当
権
若
不
行
方
便
、

如
入
宝
山
空
手
回
」
な
ど
。

○
排
…
…
撃
つ
。

〔
訳
〕

三
更
の
こ
ろ
若
い
学
生
は
美
女
に
哀
訴
す
る
。
慌
た
だ
し
く
口
を
開
き
「
お

嬢
さ
ん
は
よ
く
わ
か
っ
て
お
い
で
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
経
書
を
読
ん
で
礼
と
義
を
知
ら
ぬ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
色
恋
の
情
け

を
知
る
の
は
理
の
当
然
。

人
づ
て
に
わ
が
想
い
を
伝
え
て
も
承
知
さ
れ
ま
い
と
気
に
か
か
り
、
そ
れ
で

大
清
律
は
す
っ
か
り
捨
て
去
り
ま
し
た
。

花
園
で
あ
な
た
に
お
会
い
し
て
か
ら
、
私
の
魂
は
あ
な
た
の
と
り
こ
と
な
り

ま
し
た
。

恋
焦
が
れ
て
病
と
な
っ
て
明
日
を
も
知
れ
ぬ
こ
の
命
、
命
を
か
け
て
思
い
を

告
げ
に
参
っ
た
次
第
。

お
嬢
さ
ま
慈
悲
の
心
で
わ
が
苦
し
み
を
お
救
い
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
あ
な

た
が
念
仏
を
唱
え
御
斎
を
食
べ
る
の
に
は
る
か
に
ま
さ
る
功
徳
を
積
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
夜
あ
な
た
が
私
に
従
わ
ね
ば
私
も
帰
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
目
の
前
で
死

ね
ば
人
を
呼
ん
で
担
ぎ
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
は
お
嬢
さ
ん
あ
な
た
の
浮
き
名
が
伝
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た

と
え
長
江
や
黄
河
の
水
で
も
洗
い
落
と
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

す
て
き
な
お
嬢
さ
ん
、
今
夜
は
私
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
宝
の
山
に
い
る
の
に
ど
う
し
て
こ
の
ま
ま
戻
れ
ま
し
ょ
う
。」

学
生
が
来
意
を
尽
く
さ
ぬ
う
ち
に
、
ま
た
も
や
聞
こ
え
る
四
更
の
太
鼓
。

四
更《
里
》 

幼
美
女 

主
意
難
拿
。
好
一
个 

小
後
生 

要
命
冤
家
。

奴
今
日 

不
従
你 

〃（
你
）也
不
走
、
欲
要
従 

惟
恐
怕 

奴
的
爹
媽
。

這
件
事 

傳
出
去 

外
人
知
曉
、
久
以
后 

是
起
来 

羞
死
奴
家
。

千
尋
思 

万
尋
思 

无（
無
）計
可
説
、
到
不
如 

后（
後
）花
園 

命
染
黄
沙
。

主
意
定 

欵
金
蓮 

往
外
要
走
、
小
学
生 

赶
上
前 

用
手
来
拉
。

奴
有
心 

喊
嚷
声 

把
他
拿
住
、
又
非
賊 

又
非
盗 

不
犯
王
法
。

氣
扑
〃（
扑
） 

假
動
怒 

揚
手
要
打
。
看
了
着（
看
） 

小
模
様 

拾（
捨
）不

的
打
他
。

无（
無
）奈
何 

咬
銀
牙 

掐
他
一
把
。
十
指
尖 

伸
玉
腕 

用
手
掐
。

罷
〃
〃（
罷
罷
） 

一
同
你 

共
入
幃
帳
、
好
一
是 

狂
蜂
蝶 

戯
蕊
折
花
。

小
美
女 

初
会
情 

難
割
難
捨
、
又
听
得 

樵
楼
上 

五
更
古（
鼓
）兒
発
。

〔
韻
〕
発
花
轍

〔
校
〕
○
四
更
…
…
各
本
と
も
「
四
更
里
」
に
作
る
。
本
テ
キ
ス
ト
は
脱
落

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

○
主
意
難
拿
…
…
上
海
㖆
本
は
「
主
念
難
拿
」

に
作
る
。　

○
要
命
冤
家
…
…
曲
詞
館
本
は
「
要
命
的
冤
家
」
に
作
る
。　

○
欲
要
従
惟
恐
怕
…
…
曲
詞
館
本
は
「
從
了
你
又
□
（
只
）
怕
」
に
作
る
。

○
奴
的
爹
媽
…
…
上
海
㖆
本
は
「
你
老
爹
媽
」
に
作
る
。　

○
傳
出
去
…
…

曲
詞
館
本
は
「
若
傳
出
」
に
作
る
。　

○
是
起
来
…
…
不
明
本
は
「
題
起
来
」、

曲
詞
館
本
・
上
海
㖆
本
は「
提
起
来
」に
作
る
。
本
テ
キ
ス
ト
は「
題
」の「
頁
」

を
彫
り
忘
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　

○
可
設
…
…
曲
詞
館
本
・
上
海
㖆
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本
は
「
可
奈
」
に
作
る
。　

○
欵
金
蓮
…
…
上
海
㖆
本
は
「
栔
金
蓮
」
に
作

る
。　

○
赶
上
前
…
…
曲
詞
館
本
・
上
海
㖆
本
は
「
走
上
前
」
に
作
る
。　

○
喊
嚷
声
…
…
曲
詞
館
本
は
「
喊
一
声
」
に
作
る
。　

○
看
了
着
…
…
各
本

と
も
「
看
一
看
」
に
作
る
。　

○
拾
…
…
各
本
と
も
「
捨
」
に
作
る
。　

○
掐
他
一
把
…
…
各
本
と
も
「
擰
他
一
把
」
に
作
る
。　

○
用
手
掐
…
…
各

本
と
も
「
用
手
来
搯
」
に
作
る
。
本
テ
キ
ス
ト
は
一
字
少
な
い
。　

○
一
同

你
…
…
曲
詞
館
本
は
「
奴
仝
你
」、
上
海
㖆
本
は
「
一
同
」
に
作
る
。　

○

共
入
幃
帳
…
…
曲
詞
館
本
は
「
入
羅
幃
帳
」、
上
海
㖆
本
は
「
共
入
紅
幃
帳
」

に
作
る
。　

○
好
一
是
…
…
曲
詞
館
本
・
上
海
㖆
本
は
「
好
一
似
」
に
作
る
。

○
狂
蜂
蝶
…
…
曲
詞
館
本
は
「
犯
蜂
蝶
」
に
作
る
。　

○
折
花
…
…
曲
詞
館

本
・
上
海
㖆
本
は
「
採
花
」
に
作
る
。　

○
古
兒
発
…
…
不
明
本
・
曲
詞
館

本
は
「
鼓
兒
發
」、
上
海
㖆
本
は
「
鼓
發
」
に
作
る
。

〔
注
〕

○
冤
家
…
…
本
来
は
か
た
き
の
意
味
で
あ
る
が
、
転
じ
て
自
分
の
子
供
や
恋

人
な
ど
を
指
し
て
い
う
。

○
命
染
黄
沙
…
…
命
が
黄
砂
に
ま
み
れ
る
。
転
じ
て
死
ぬ
こ
と
を
指
す
。「
命

染
黄
泉
」
と
も
い
う
。
明
・
洪
楩
『
清
平
山
堂
話
本
』「
張
子
房
慕
道
記
」「
張

良
答
曰
、
倘
若
大
限
来
到
来
、
身
帰
泉
世
、
命
染
黄
沙
、
如
何
留
得
（
張
良

は
答
え
て
申
し
ま
す
。「
も
し
も
寿
命
が
き
た
ら
、こ
の
身
は
あ
の
世
に
帰
っ

て
し
ま
い
、
ど
う
し
て
引
き
留
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
」）」、『
金
瓶
梅
詞
話
』
第

一
回
「
一
个
好
色
的
婦
女
、
因
与
了
破
落
戸
相
通
、
日
日
追
歓
、
朝
朝
迷
恋
、

後
不
免
尸
横
刀
下
、
命
染
黄
泉
（
好
色
な
女
は
、
ろ
く
で
な
し
と
通
じ
、
日
々

歓
楽
を
追
い
求
め
、
毎
日
恋
に
迷
っ
た
た
め
に
、
の
ち
に
屍
を
刀
の
も
と
に

横
た
え
、
命
を
黄
泉
に
染
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）」。

○
氣
扑
扑
…
…
怒
っ
て
呼
吸
が
荒
く
な
る
さ
ま
。「
氣
英
布
」雑
劇
第
二
折【
牧

羊
關
】「
氣
撲
ヌ（
撲
）重
添
意
掙
（
プ
ン
プ
ン
し
な
が
ら
も
呆
然
と
す
る
）」。

○
模
様
…
…
顔
か
た
ち
、
身
な
り
格
好
。
ま
た
は
、
様
子
。「
望
江
亭
」
雑

劇
第
一
折
冒
頭
白
姑
姑
の
せ
り
ふ
「
此
處
有
一
女
人
、
乃
是
譚
記
兒
、
生
的

模
樣
過
人
（
こ
こ
に
一
人
の
女
性
が
お
り
ま
し
て
、譚
記
兒
と
い
い
ま
し
て
、

生
ま
れ
つ
き
の
容
貌
は
人
並
み
外
れ
て
お
り
ま
す
）」。

○
咬
銀
牙
…
…
「
咬
牙
」
で
「
歯
を
食
い
し
ば
る
」「
か
み
し
め
る
」
の
意
。

「
咬
牙
切
歯
」
と
も
い
う
。『
西
遊
記
』
第
七
十
回
「
努
櫻
唇
、緊
咬
銀
牙
（
小

さ
な
唇
を
と
が
ら
せ
、白
い
歯
を
ぎ
ゅ
っ
と
か
み
し
め
る
）」。『
水
滸
伝
』（
李

卓
吾
本
）
第
七
十
七
回
「
童
貫
越
添
心
上
怒
、
咬
碎
口
中
牙
、
喝
道
、
這
賊

怎
敢
戯
吾
（
童
貫
は
ま
す
ま
す
怒
り
心
頭
、
歯
を
砕
か
ん
ば
か
り
に
食
い
し

ば
り
大
声
で
言
う
よ
う
、「
こ
や
つ
ら
わ
し
を
か
ら
か
う
か
」）」。

○
好
一
是
…
…
「
好
一
似
」
に
同
じ
。「
あ
た
か
も
～
の
よ
う
だ
」。

○
狂
蜂
蝶
…
…
「
狂
蜂
」「
狂
蜂
浪
蝶
」「
浪
蝶
狂
蜂
」
と
も
。
色
欲
に
狂
っ

た
男
を
指
す
。『
古
今
小
説
』
第
二
巻
「
不
遇
探
花
郎
、抖
被
狂
蜂
残
破
（
探

花
郎
に
遇
わ
ず
し
て
、
狂
っ
た
蜂
に
無
惨
に
散
ら
さ
れ
た
）」。『
隋
煬
帝
艶

史
』
第
十
四
回
「
就
像
狂
蜂
浪
蝶
一
般
、
日
日
在
花
叢
中
游
戯
、
酒
杯
儿
何

嘗
離
手
、絲
与
竹
不
曾
停
声
（（
煬
帝
は
）
ま
る
で
狂
っ
た
蜂
や
蝶
の
よ
う
に
、

毎
日
花
む
ら
の
中
で
遊
び
戯
れ
、
酒
杯
を
手
に
し
た
ま
ま
、
音
楽
は
止
む
と

き
が
あ
り
ま
せ
ん
）」。

○
割
捨
…
…
「
割
舎
」
と
も
。
捨
て
去
る
。
別
れ
る
。
離
れ
る
。
早
い
用
例

と
し
て
は
、『
遊
仙
窟
』「
有
同
必
異
、
自
昔
攸
然
。
樂
盡
哀
生
、
古
來
常
事
。

願
娘
子
稍
自
割
捨（
会
う
は
別
れ
の
は
じ
ま
り
と
は
、い
に
し
え
か
ら
決
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
楽
し
み
尽
き
れ
ば
哀
し
み
生
ず
と
は
、
古
来
よ
り
の
な
ら
い

で
す
。
ど
う
か
奥
さ
ま
、
思
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
）」
が
あ
る
。

〔
訳
〕

四
更
の
こ
ろ
若
い
美
女
は
心
を
決
め
か
ね
る
。
な
ん
て
素
敵
な
若
者
、
憎
い

お
人
か
し
ら
。

今
日
あ
な
た
の
言
う
と
お
り
に
し
な
け
れ
ば
あ
な
た
は
帰
ら
ず
、
言
う
と
お

り
に
す
れ
ば
お
と
っ
つ
あ
ん
お
っ
か
さ
ん
に
叱
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
が
伝
わ
っ
て
他
人
に
知
ら
れ
、
あ
と
で
言
わ
れ
た
ら
恥
ず
か
し
く

て
た
ま
ら
な
い
。

あ
れ
こ
れ
考
え
て
も
よ
き
計
略
も
な
し
。裏
庭
で
死
ん
で
し
ま
う
の
が
ま
し
。

心
を
決
め
て
忍
び
足
で
出
て
行
こ
う
と
す
る
と
、
こ
の
学
生
は
慌
て
て
進
み



濱文庫所蔵唱本『美女五更思春』訳注 言語文化論究 28

328

9

出
て
引
き
留
め
る
。

あ
た
し
は
わ
ざ
と
大
声
を
あ
げ
て
彼
を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
け
れ
ど
、
彼

は
盗
賊
で
も
な
い
し
悪
い
こ
と
も
し
て
い
な
い
。

ぷ
ん
ぷ
ん
怒
っ
た
ふ
り
し
て
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
殴
ろ
う
と
す
る
け
れ
ど
、

彼
の
様
子
を
み
た
ら
殴
れ
な
い
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
歯
を
か
み
し
め
ち
ょ
っ
と
彼
を
つ
ね
る
。
指
と
腕
を

伸
ば
し
て
つ
ね
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

や
め
た
や
め
た
一
緒
に
と
ば
り
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
さ
な
が
ら
狂
っ
た
蜂
や

蝶
が
花
蕊
と
戯
れ
、
花
を
手
折
る
よ
う
。

若
い
美
女
は
初
め
て
男
女
の
情
を
交
わ
し
て
別
れ
が
た
い
思
い
。
ま
た
も
や

聞
こ
え
る
五
更
の
太
鼓
。

五
更
里 

幼
美
女 

如
酔
如
痴
。
尊
一
声 
小
学
生 

要
你
听
知
。

奴
今
日 

已
同
你 

成
就
恩
愛
、
千
叮
嚀 
万
嘱
咐 

莫
叫
人
知
。

小
奴
家 

有
几
句 

知
心
話
語
。
時
刻
〃（
刻
）   
可
要
你 

牢
記
心
里
。

年
軽
人 

休
作
那 

非
礼
之
事
。
穿
衣
服 

必
須
要 
整
〃（
整
）有（
齊
）

〃（
齊
）。

作
事
晴（
情
） 

休
作
那 

少
頭
无（
無
）尾
、
年
軽
人 

作
点
事 
更
得
規
矩
。

説
句
話 

休
撒
謊 

老
成
為
本
、
到
晩
来 

休
在
外 

転
回
家
里
。

你
来
時 

奴
見
你 

将
頭
低
下
、
就
似
你 

見
了
奴 

假
粧
不
識
。

這
件
事 

休
叫
那 

外
人
知
曉
、
小
人
門 

知
道
了 

到
処
提
及
。

到
家
中 

稟
父
母 

早
作
主
意
。
急
速
〃（
速
）  

遣
小
媒 

把
婚
姻
事
提
。

那
時
節 

小
奴
家 

明
媒
正
娶
。
成
就
了 

百
年
好 

永
不
分
離
。

〔
韻
〕
一
七
轍

〔
校
〕
○
尊
一
声
…
…
曲
詞
館
本
は
「
尊
了
声
」
に
作
る
。　

○
要
你
听
知

…
…
曲
詞
館
本
は
「
要
你
听
之
」
に
作
る
。　

○
知
心
話
語
…
…
曲
詞
館
本

は
「
知
心
的
話
語
」
に
作
る
。　

○
牢
記
心
里
…
…
上
海
㖆
本
は
「
牢
記
在

心
里
」
に
作
る
。　

○
有
〃（
有
）
…
…
各
本
と
も
「
齊
齊
」
に
作
る
。　

○
休
作
那
…
…
曲
詞
館
本
は
「
休
要
」
に
作
る
。
○
作
点
事
…
…
曲
詞
館
本

は
「
諸
凡
事
」
に
作
る
。　

○
更
得
規
矩
…
…
不
明
本
は
「
更
得
規
炬
」、

上
海
㖆
本
は
「
縂
要
規
矩
」
に
作
る
。　

○
老
成
為
本
…
…
曲
詞
館
本
は
「
寔

成
為
本
」
に
作
る
。　

○
你
来
時
…
…
曲
詞
館
本
は
「
從
今
後
」
に
作
る
。

○
就
似
你
…
…
曲
詞
館
本
は
「
你
若
是
」
に
作
る
。　

○
提
及
…
…
上
海
㖆

本
は「
提
提
」に
作
る
。　

○
到
家
中
…
…
曲
詞
館
本
は「
回
家
中
」に
作
る
。

○
急
速
〃（
速
）遣
小
媒
…
…
曲
詞
館
本
は
「
急
迅
速
遣
媒
婆
」
に
作
る
。

○
那
時
節
小
奴
家
…
…
曲
詞
館
本
は
「
那
時
間
小
奴
佳
」
に
作
る
。　

○
正

娶
…
…
不
明
本
は
「
正
妻
」
に
作
る
。　

○
成
就
了
…
…
曲
詞
館
本
は
「
成

夫
妻
」
に
作
る
。

〔
注
〕

○
酔
痴
…
…
心
が
酔
っ
た
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
さ
ま
。「
如
醉
癡
」「
如

醉
如
癡
」
な
ど
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。『
張
協
状
元
』
第
三
十
二
出
冒
頭
の

浄
の
せ
り
ふ
「
似
病
非
病
、
如
醉
如
癡
（
病
気
の
よ
う
で
病
気
で
な
く
、
心

は
う
わ
の
空
）」。

○
千
叮
嚀
万
囑
咐
…
…
何
度
も
念
押
し
し
て
言
い
含
め
る
こ
と
。『
金
瓶
梅

詞
話
』
第
五
十
三
回
「
便
思
想
薛
姑
子
臨
別
時
、
千
叮
嚀
、
万
嘱
咐
、
叫
我

到
壬
子
日
吃
了
這
薬
、
管
情
就
有
喜
事
（
思
い
出
せ
ば
薛
尼
が
帰
り
際
、
何

度
も
念
押
し
し
て
い
う
に
は
、
私
に
壬
子
の
日
に
こ
の
薬
を
飲
め
ば
、
き
っ

と
お
め
で
た
が
あ
る
よ
と
）」。

○
知
心
…
…
肝
胆
相
照
ら
す
よ
う
な
間
柄
。
互
い
に
よ
く
理
解
し
あ
っ
て
い

る
こ
と
を
い
う
。

○
整
整
齊
齊
…
…
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
る
こ
と
。『
西
廂
記
』（
弘
治
本
）
巻

五
第
四
折
第
二
支【
落
梅
風
】前
の
淨（
鄭
恒
）の
せ
り
ふ「
打
扮
得
整
〃（
整
）

齊
〃（
齊
）的
、
只
等
做
女
婿
、
今
日
好
日
頭
、
牽
羊
擔
酒
過
門
走
一
遭
（
き

ち
ん
と
身
な
り
を
整
え
た
。
花
婿
さ
ん
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
た
が
、
本
日

は
お
日
柄
も
よ
く
、
ひ
と
つ
羊
を
引
い
て
酒
を
担
い
で
婿
入
り
し
に
行
く
と

し
よ
う
）」。

○
少
頭
無
尾
…
…
「
無
頭
無
尾
」「
無
頭
無
脳
」
な
ど
と
同
じ
。
で
た
ら
め
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で
あ
る
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
あ
る
。
粗
暴
で
秩
序
の
な
い
。「
後
庭
花
」
雑

劇
第
三
折
【
殿
前
歡
】「
這
官
司
無
頭
無
尾
、
那
賊
人
難
捉
難
拿
（
こ
の
裁

判
は
で
た
ら
め
で
、
あ
の
犯
人
は
捕
ま
ら
ぬ
）」。

○
小
人
門
…
…
「
門
」
は
「
們
」
に
同
じ
。

○
作
主
意
…
…「
作
主
」「
做
主
」な
ど
と
も
書
く
。責
任
を
持
っ
て
請
け
負
う
。

処
理
す
る
。「
救
風
塵
」
第
四
折
【
得
勝
令
】
後
の
安
秀
實
の
せ
り
ふ
「
我

安
秀
實
、
聘
下
宋
引
章
、
被
鄭
州
周
舍
強
奪
爲
妻
、
乞
大
人
做
主
咱
（
私
安

秀
実
は
宋
引
章
を
娶
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
鄭
州
の
周
舎
が
強
奪
し
て
妻
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。お
役
人
様
ど
う
か
私
の
た
め
に
ご
処
断
く
だ
さ
い
）」。

○
明
媒
正
娶
…
…
仲
人
を
立
て
、
両
親
の
同
意
を
得
て
正
式
に
結
婚
を
す
る

こ
と
。「
明
婚
正
娶
」
と
も
い
う
。『
荊
釵
記
』
第
二
十
九
出
「
搶
親
」
浄
の

せ
り
ふ
「
我
當
初
嫁
你
。
也
是
明
媒
正
娶
。
又
不
是
暗
地
里
偸
情
、
強
来
随

你
（
最
初
に
あ
な
た
に
嫁
い
だ
と
き
も
、
正
式
に
仲
人
を
立
て
て
結
婚
式
を

挙
げ
ま
し
た
。こ
っ
そ
り
逢
い
引
き
し
た
り
、無
理
矢
理
押
し
か
け
た
ん
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
よ
）」。「
救
風
塵
」
雑
劇
第
四
折
【
太
平
令
】「
那
里
是
明
婚
正

娶
、
公
然
的
傷
風
敗
俗
（
ど
こ
が
正
式
に
結
婚
し
た
っ
て
い
う
の
よ
、
堂
々

と
風
紀
を
乱
す
真
似
を
し
て
）」。

〔
訳
〕

五
更
の
こ
ろ
若
い
美
女
は
う
っ
と
り
と
、
恭
し
く
申
し
あ
げ
る
よ
う
「
学
生

さ
ん
お
聞
き
く
だ
さ
い
ま
せ
。

今
宵
あ
な
た
と
愛
の
ち
ぎ
り
、
決
し
て
人
に
は
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
な
。

心
の
う
ち
を
話
し
て
お
き
ま
す
。
い
つ
も
心
に
留
め
お
い
て
く
だ
さ
い
。

若
い
者
は
礼
に
背
く
こ
と
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
身
な
り
は
き
ち
ん
と
整

え
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
は
で
た
ら
め
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
若
い
者
は
仕
事
を
し
き
た
り
ど

お
り
に
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

話
を
す
る
と
き
は
嘘
は
言
わ
ず
誠
実
に
、
夜
は
外
を
う
ろ
つ
か
ず
う
ち
へ

帰
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

あ
な
た
が
来
た
ら
私
は
う
つ
む
い
て
い
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
は
私
を
見
て
も

知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
こ
と
は
よ
そ
の
人
に
知
ら
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
ら
ぬ
人
た
ち
が

知
れ
ば
あ
ち
こ
ち
で
言
い
ふ
ら
す
で
し
ょ
う
。

家
に
戻
っ
て
ご
両
親
に
早
く
取
り
は
か
ら
う
よ
う
に
申
し
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
す
ぐ
に
仲
人
を
立
て
て
縁
談
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
と
き
私
は
正
式
に
嫁
い
だ
妻
と
な
り
、
百も
も

年と
せ

を
契
り
永
く
離
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。」

（
補
記
）

　

冒
頭
の
解
説
に
掲
げ
た
三
種
の
異
本
に
加
え
て
、
濱
文
庫
に
も
う
一
種
の

異
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

・『
新
刻
二
十
五
更
』（
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）［
汴
省
］
文
聚
堂
刊
、

浜
文
庫/

集171/21

。
浜
文
庫/

集171/22

も
同
版
）
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図 1   『美女五更思春』（浜文庫／集 162 ／ 5）封面図 2　第一葉 a 面

図 3　第一葉 b 面～第二葉 a 面
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図 4　第二葉 b 面～第三葉 a 面

図 5　第三葉 b 面～第四葉 a 面
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図 6　第四葉 b 面

（参考）図 a　『新刻二十五更』（浜文庫／集 171 ／ 21）封面（参考）図 b　巻首
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（参考）図 x　『二十五更 五本』（浜文庫／集 164 ／ 62）封面（参考）図 y　巻首

（参考）図 z　巻尾
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